
い
ま
、
庶
民
の
暮
ら
し
は
苦
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
前
回
の

消
費
税
増
税
（
２
０
１
４
年
４
月
）

か
ら
２
人
以
上
世
帯
で
実
質
消
費

支
出
が
年
２
５
万
円
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
増
税
を
強
行
す
れ
ば
、

消
費
が
い
っ
そ
う
冷
え
込
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
日
本
の
経
済
は
、

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
６
割

を
国
民
の
個
人
消
費
が
占
め
て
い

ま
す
。
半
分
以
上
を
支
え
て
い
る

消
費
が
冷
え
込
め
ば
、
経
済
全
体

が
縮
小
し
、
景

気
が
ま
す
ま
す

悪
く
な
る
こ
と

は
火
を
見
る
よ

り
明
ら
か
で
す
。

安
倍
首
相
も

前
回
の
消
費
税

増
税
に
つ
い
て

「
景
気
の
回
復

力
が
弱
ま
る
こ

と
に
な
っ
た
」

と
経
済
へ
の
悪

影
響
を
認
め
て

い
ま
す
。
そ
れ

で
も
増
税
に
こ

だ
わ
り
、
今
回

は
増
税
対
策
で

「
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
総
動
員
す

る
」
と
述
べ
、

あ
く
ま
で
強
行
す
る
姿
勢
を
見
せ

て
い
ま
す
。

政
府
は
消
費
税
増
税
に
つ
い
て

「
社
会
保
障
の
た
め
」
と
説
明
し

ま
す
。
し
か
し
消
費
税
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
、
年
金
が
削
減
さ
れ
、

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
増
え
る
な

ど
、
社
会
保
障
は
悪
く
な
る
一
方

で
す
。
「
消
費
税
は
社
会
保
障
に

使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」
、
こ
れ

が
多
く
の
国
民
の
実
感
で
す
。

で
は
、
ど
こ
に
消
費
税
は
消
え

た
の
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
部
分

は
大
企
業
減
税
の
穴
埋
め
で
す
。

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
３

０
年
、
国
民
か
ら
累
計
３
７
２
兆

円
を
吸
い
上
げ
て
き
ま
し
た
。
一

方
、
法
人
税
は
減
税
が
繰
り
返
さ

れ
、
減
税
額
は
累
計
２
９
１
兆
円

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
が

増
税
さ
れ
て
も
、
社
会
保
障
が
ま
っ

た
く
良
く
な
ら
な
い
の
は
、
消
費

税
が
社
会
保
障
の
た
め
で
は
な
く
、

大
企
業
を
中
心
と
し
た
法
人
税
減

収
の
穴
埋
め
に
ま
わ
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

大
企
業
へ
の
行
き
過
ぎ
た
減
税

を
正
せ
ば
、
社
会
保
障
の
財
源
は

生
み
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

今
回
の
消
費
税
増
税
で
は
、
食

料
品
は
８
％
、
そ
の
他
は
１
０
％

と
複
数
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
事
業
所
に
は
「
イ

ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）
制
度
」

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
年
間
売
り
上
げ
が
１
０
０
０

万
円
以
下
の
免
税
業
者
は
イ
ン
ボ

イ
ス
を
発
行
で
き
ず
取
引
か
ら
排

除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
避
け
よ
う
と
思
え
ば
、
１

０
０
０
万
円
以
下
の
売
り
上
げ
し

か
な
い
の
に
、
課
税
業
者
に
な
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

安
倍
首
相
も
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に

つ
い
て
「
免
税
事
業
者
が
取
引
か

ら
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
な

ど
と
懸
念
す
る
声
が
あ
る
の
も
事

実
」
と
し
て
、
導
入
ま
で
に
４
年

の
準
備
期
間
を
設
け
、
そ
の
後
、

６
年
の
特
別
措
置
を
行
う
と
述
べ

る
な
ど
、
事
実
上
イ
ン
ボ
イ
ス
導

入
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
認
め
て
い
ま
す
。

消
費
者
だ
け
で
な
く
、
中
小
零

細
事
業
者
に
も
致
命
的
な
打
撃
を

与
え
る
消
費
税
１
０
％
へ
の
増
税

は
中
止
す
べ
き
で
す
。
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No.４１１ ２０１８年１１月１１・７日（月２回発

10
・
22
▼
日
本
共
産
党
が

防
衛
省
と
厚
生
労
働
省
に

来
年
度
予
算
要
望

10
・
23
▼
船
橋
駅
南
口
で

宣
伝
／
安
倍
内
閣
退
陣
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
参
加

10
・
24
▼
県
議
団
会
議
／

国
保
を
よ
く
す
る
会
会
議

10
・
25
▼
戦
没
者
追
悼
式

10
・
26
▼
通
級
の
輪
の
教

育
事
務
所
要
請
／
津
田
沼

革
新
懇
の
宣
伝
に
参
加

10
・
27
▼
公
共
工
事
の
不

正
で
聞
き
取
り
／
武
器
見

本
市
に
つ
い
て
意
見
交
換

10
・
28
▼
金
沢
和
子
市
議

と
新
日
本
婦
人
の
会
み
ど

り
班
の
食
事
会
／
関
根
和

子
・
中
沢
学
両
市
議
・
安

田
晋
党
市
民
運
動
部
長
・

神
子
そ
よ
子
医
療
介
護
相

談
室
長
と
年
金
者
組
合
船

橋
支
部
大
会
で
あ
い
さ
つ

サ
ポ
ー
タ
ー
ま
つ
り
参
加

10
・
29
▼
市
内
宣
伝
／
生

活
と
健
康
を
守
る
会
会
議

10
・
30
▼
日
本
共
産
党
の

会
議
で
県
政
報
告

10
・
31
▼
国
保
を
よ
く
す

る
会
の
対
市
要
請

11
・
１
▼
県
議
団
会
議

11
・
２
▼
市
内
で
宣
伝
／

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

11
・
３
▼
子
ど
も
と
教
育

を
語
る
集
い
参
加

11
・
４
▼
安
田
部
長
と
飯

山
満
地
域
の
つ
ど
い
／
佐

川
長
住
環
境
団
地
対
策
部

長
と
宮
本
地
域
で
ま
ち
か

ど
ト
ー
ク
集
会

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

安
倍
内
閣
が
来
年
１
０
月
か
ら
消
費
税
を
１
０
％
に
増
税
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
大
企
業
に
は
繰
り
返
し
減

税
を
施
し
て
き
て
お
り
、
消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
３
０
年

間
の
累
積
は
２
９
１
兆
円
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

複
数
税
率
導
入
で
中

小
零
細
企
業
に
打
撃

消
費
税
は
大
企
業
減

税
の
穴
埋
め
に

１
０
月
２
８
日
、
東
京
青
山
公
園
で
「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
サ
ポ
ー
タ
ー
ま

つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
が
企
画
を

練
り
準
備
を
進
め
、
交
流
を
広
げ
る
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

中
央
舞
台
で
は
、
対
談
や
盆
踊
り
、
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど

が
行
わ
れ
、
周
辺
に
は
出
店
や
地
域
ご
と
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
も

う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
ブ
ー
ス
は
、
鉄
道
模
型
が
走
り
、

ロ
ッ
ク
マ
く
ん
バ
ン
ド
が
演
奏
し
、
紙
芝
居
や
腹
話
術
、
サ
ッ
ク

ス
演
奏
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。


